
広報

映画『今はちょっと、ついてないだけ』
舞台挨拶＆先行上映会 in 茂原市　開催！
　3月27日㊐、茂原ショッピングプラザアスモにて、茂原市を含む
全国の4市町が製作に協力している同映画の舞台挨拶と先行上映会
が開催されました。
　センターコートで行われた舞台挨拶には、柴山健次監督をはじめ、
出演した奥山佳恵さんと原沢侑高さん、応援に駆け付けたキャイ～
ンのウド鈴木さんが登壇。茂原市での撮影秘話や映画の魅力などを
存分に語ってくださいました。
　現在、各地の映画館で上映されていますので、ぜひご覧ください。
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◀
右
か
ら
柴
山
健
次
監
督
、
奥
山
佳
恵
さ
ん
、

　原
沢
侑
高
さ
ん
、
ウ
ド
鈴
木
さ
ん

ゆ
た
か



問合せ　茂原商工会議所青年部　 ☎（22）3361

申
込
み
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
（20）
１
５
７
３
　
　
（20）
１
６
１
０

FAX

＜利用料＞

夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
の

　
　
　利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

◆
対
象

　
市
内
小
学
校
に
就
学
し
、
保
護

者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

◆
利
用
時
間

　
７
時
30
分
〜
18
時
30
分

◆
募
集
学
童
ク
ラ
ブ
・
人
数

・
夏
期
茂
原
学
童
ク
ラ
ブ
　
50
人

　
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

・
東
郷
第
１
学
童
ク
ラ
ブ
　
若
干
名

　
（
東
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
東
郷
第
２
学
童
ク
ラ
ブ
　
若
干
名

　
（
旧
東
郷
地
区
集
会
所
）

・
二
宮
学
童
ク
ラ
ブ
　
　
若
干
名

　
（
二
宮
小
学
校
内
）

・
せ
ん
だ
ん
学
童
ク
ラ
ブ
　
若
干
名

　
（
茂
原
小
学
校
敷
地
内
）

・
中
の
島
学
童
ク
ラ
ブ
　
若
干
名

　
（
中
の
島
小
学
校
内
）

※

原
則
と
し
て
東
郷
第
１
学
童
ク

　
ラ
ブ
は
３
年
生
以
上
、
第
２
学

　
童
ク
ラ
ブ
は
１
・
２
年
生
が
対
象

※

夏
期
茂
原
学
童
ク
ラ
ブ
以
外
は
、

　
通
年
の
利
用
者
の
他
に
、
定
員

　
の
範
囲
内
で
募
集
す
る
た
め
、

　
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
募
集
人
数
が

　
異
な
り
ま
す
。

※

申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

　
合
は
選
考

◆
申
込
期
間

　
６
月
１
日
㊌
〜
15
日
㊌
（
土
日

　
を
除
く
）

◆
申
込
方
法

　
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類（
就
労
証
明
書
等
）等

を
添
付
の
上
、
子
育
て
支
援
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
。

　
申
込
書
類
は
、
子
育
て
支
援
課

窓
口
ま
た
は
同
課
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
。

※

申
し
込
み
は
全
て
の
書
類
が
揃

　
う
ま
で
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
就
労
証
明
書
等
の
取
得
に
日
数

　
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
お
早
め
に
書
類
の
入
手
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望
す
る

方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
利
用
期
間

等
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

7月21日㊍～30日㊏ 8月1日㊊～31日㊌
6,000円 12,000円一般

無料 無料生活保護世帯

2人目以降3,000円 2人目以降6,000円同一世帯で2人以上
利用する世帯

3,000円 6,000円前年度市町村民税非課税
世帯・ひとり親世帯等

※日曜日・休日は除く
※利用料は利用日数にかかわらず定額
※その他おやつ代・保険料・特別な行事の際の実費負担あり（昼食は弁当を持参）
※ひとり親世帯等：児童扶養手当またはひとり親家庭等医療費等助成を受給している世帯

利用期間区分
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市
長
が
行
く

市
長
が
行
く

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課(3階）☎(20)1512　　(20)1601FAX

お知らせ メール
フォーム▶

　
先
日
、
ガ
ス
会
社
の
役
員
の

方
か
ら
、「
茂
原
市
は
す
ご
い

で
す
ね
」
と
い
う
お
電
話
を
頂

き
ま
し
た
。
私
は
思
わ
ず
「
え

っ
何
が
？
」
と
聞
き
返
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
ガ
ス
業
界
紙

（
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
２
０

２
２
年
２
月
28
日
号
12
ペ
ー
ジ
）

に
、
総
務
省
統
計
局
の
国
内
の

人
口
移
動
に
関
す
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
て
、
２
０
２
１
年

の
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動

報
告
」
の
中
で
、
茂
原
市
の
転

入
者
数
が
全
国
で
11
番
目
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

早
速
そ
の
記
事
を
送
っ
て
も
ら

い
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
、

転
出
超
過
か
ら
転
入
超
過
に
転

じ
た
市
と
し
て
、
茂
原
市
が
11

番
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

記
事
に
添
え
ら
れ
た
表
で
は
、

２
０
１
９
年
の
転
入
超
過
数
は
、

マ
イ
ナ
ス
６
６
３
人
だ
っ
た
の

に
対
し
、
２
０
２
１
年
の
転
入

超
過
数
は
プ
ラ
ス
３
５
９
人
に

市
長
が
行
く

人
口
移
動
に
変
化
の
兆
し

茂
原
市
長

田

　中

　豊

　彦

No.137

な
っ
て
お
り
、
１
０
２
２
人
増

加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
茂
原
市
に
と
っ
て
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
は
ま

だ
希
望
的
観
測
の
域
を
出
ま
せ

ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
、
確
か
に
働
き

方
や
生
活
様
式
を
大
き
く
変
え

て
き
て
い
て
、
地
方
が
注
目
さ

れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
記
事
の
中
に
は
、
感
染
拡
大

か
ら
２
年
が
経
ち
、
各
地
の
地

方
ガ
ス
経
営
者
の
話
と
し
て
、

「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
普

及
が
地
方
へ
の
人
の
移
動
を
促

す
契
機
に
な
る
」、
茨
城
県
担

当
者
の
見
方
と
し
て
、「
在
宅

時
間
が
増
え
る
中
、
東
京
圏
に

近
く
、
自
然
環
境
も
豊
か
な
点

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
実
際
に
移
り
住
ん
で
き
た
方

た
ち
か
ら
な
ぜ
茂
原
市
を
選
ん

だ
の
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、

産
業
振
興
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
が
３
カ
所

整
備
さ
れ
て
い
て
都
心
や
空
港

へ
の
利
便
性
が
あ
る
こ
と
、
マ

ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
ガ
ス
料
金
の
安
さ
、
豊
か

な
自
然
と
そ
れ
に
伴
う
食
の
豊

か
さ
、
温
暖
な
気
候
な
ど
で
し

ょ
う
か
。

　
人
口
減
少
が
心
配
さ
れ
て
き

た
中
で
、
今
後
の
展
開
に
希
望

が
持
て
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で

す
。

　
茂
原
市
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
発
信
し
、
よ
り
多

く
の
移
住
者
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
医
療
や
教
育
環
境
を
整
え
、

少
し
で
も
活
気
の
あ
る
市
に
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　1・2回目接種で得られた感染予防や重症化予防の効果は、時間の経過に伴い徐々に低下してい
くことが分かっています。また、3回目接種により、低下したそれらの効果が高まることも臨床試
験やさまざまな疫学研究で報告されています。
　ファイザー社または武田／モデルナ社のワクチンは、どちらのワクチンでも十分な効果と安全性
が確認されています。ワクチンの種類を選ばなければ予約が取りやすい状況になっていますので、
接種を希望される方は、お早めに接種をお願いします。
※12歳～17歳の方の追加接種はファイザー社のワクチンのみになります。

新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）は、ワクチンの種類よりもスピード｡
接種を希望される方はお早めに接種をお願いします

長生郡市予防接種予約受付センター　☎050（3815）4790
受付時間8時30分～17時（土日・休日を含む、5月2日㊊～5日㊍を除く）

新型コロナワクチン接種に関する問合せ

問合せ　健康管理課（2階）☎（20）1574  　（20）1600FAX

茂原市の3回目の接種者数　39,646人（4月19日現在）

21,757人（54.9％) 17,889人（45.1％)
ファイザー
モデルナ
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　子宮頸がん予防ワクチンは、平成25年4月1日から、法律に基づく定期接種として実施しているところ
ですが、厚生労働省から「副反応の発生頻度がより明らかになり、適切な情報提供ができるまでの間、積
極的な接種の勧奨を差し控える」との通知を受け、積極的な勧奨が差し控えられていました。
　この度、国の調査会においてワクチンの安全性について特段の懸念が認められないことが確認され、積
極的な勧奨が令和4年4月1日から再開されました。

　子宮頸がんは子宮の入り口部分にできるがんです。子宮頸がんの原因のほとんどは、HPV（ヒトパピロー
マウイルス）の感染によるものです。子宮頸がんは乳がんに次いで多いがんで、年間約11,000人が罹患
し、そのうち約2,900人が亡くなっています。

問合せ　健康管理課（2階） ☎（20）1574  　（20）1600FAX

4月1日から
子宮頸がん予防ワクチン(HPVワクチン)の

積極的勧奨が再開されました

ワクチンの種類
サーバリックス

ガ ー ダ シ ル

予防効果のあるHPVの種類
16型、18型（高リスク型)
16型、18型（高リスク型)
 6 型、11型（低リスク型)

接種回数
3回

3回

子宮頸がんとは

ワクチンで防げないHPV感染もあります
20歳以上の方は定期的に子宮頸がん検診を受けましょう

　HPVは100種類以上確認されており、
そのうち約15種類は、がんとの関連が指
摘されています。現在、HPVの感染に起
因する疾患の予防ワクチンは右記の2種
類です。

※高リスク型は子宮頸がんなど、低リスク型は尖圭コンジローマ等の
　原因となるものです。いずれかのワクチンを接種することにより、
　再感染や持続感染を予防して、がんになるリスクを低減することが
　できます

【使用するワクチン】
ワクチン接種について

　接種の対象者には、4月上旬にワクチン希望調査書をお送りしています。接種希望の方は、同封の返信
用封筒にて健康管理課へ郵送または同課窓口に母子健康手帳を持参の上申請してください。郵送で申請し
た方は後日、郵送にて予診票を配布します。窓口で申請した方は、窓口にて予診票を即日配付します。
　通知が届いていない方は健康管理課までお問い合わせください。

【予防接種の予診票配付方法】

◆対象者
　小学6年生から高校1年生相当年齢となる女性

◆接種期間
　高校1年生相当年齢まで（標準的な接種期間は
　中学1年生の間）
※平成18・19年度生まれの方は、高校1年生相当
　年齢を超えても、令和7年3月31日まで接種で
　きます。ただし、早い年齢で接種するほど子宮
　頸がんの予防効果が高いとされています。

【定期接種】(無料）
　積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃
した方についても、公平な接種機会を確保する
観点から、改めて接種の機会を提供します。

◆対象者
　平成9年度～平成17年度生まれの女性

◆接種期間
　令和7年3月31日まで

【キャッチアップ接種】(無料）

り かん

❹広報もばら 2022.5.1



　市では、昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅の耐震化を推進するため、木造2階以下の一戸建
ての住宅の所有者・居住者を対象に、耐震相談会の開催を予定しています。この機会を利用してご自宅の
耐震性について考えてみませんか？

申込み・問合せ　建築課（8階）☎（20）1588  　（20）1606FAX

「令和4年度　木造住宅無料耐震相談会」を開催します

◆日時場所（各回13時～17時、1組50分程度）

◆内　　容　個別簡易耐震相談（無料）
◆定　　員　8組程度（申込順）
◆申　　込　予約受付期間内に建築課へ電話にて申し込み。
※申込状況や新型コロナウイルス感染症対策の状況により、中止・変更となる場合があります。

第1回
第2回
第3回

5月27日㊎
6月26日㊐
7月27日㊌

開　催　日
市役所8階801会議室
市役所市民室

市役所8階801会議室

会　場
～ 5月20日㊎
～ 6月17日㊎
～ 7月20日㊌

予約受付期間

問合せ　秘書広報課（3階）☎（20）1512  　（20）1601FAX

LINE

はじめました！茂原市公式

Facebook

市政情報、イベント情報、災害時等の緊急情報をお知らせします。
※ご利用には、インターネット環境が整ったスマートフォン等が必要です。

ID検索から友だち追加

LINEで友だち追加 Twitterでフォロー

Twitter

LINEアプリの「友だち追加」→
「ID検索」より@mobaracity
と入力してください。

二次元コードから友だち追加

右の二次元コードを
読み取ってください｡

引き続き、Facebookでも情報発信を
していきますので、併せてご利用ください！

ID検索からフォロー

Twit terアプリの検索画面で
@mobara_cityと入力してく
ださい。

二次元コードからフォロー

右の二次元コードを
読み取ってください｡
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ほんのう地域包括支援センター
本納・新治・豊岡地区　☎（36）2123

ちゅうおう地域包括支援センター
東郷・豊田・二宮地区　☎（26）7525

もばら地域包括支援センター
茂原地区　　　　　　　☎（22）3007

みなみ地域包括支援センター
五郷・鶴枝地区　　　　☎（20）2626

　コロナ禍で、高齢者の認知機能の低下など、不安を感じている方が増えています。
　認知症は、現在完治が難しい病気とされていますが、早期に発見して適切な対処をするこ
とで、認知症の方だけではなく、家族等にとっても安心な生活を送ることにつながります。

　以下の認知症チェックリストを参考に「認知症かもしれない」というサインに早めに気付き、お住いの
地区の地域包括支援センターに相談しましょう。認知症による変化は、本人よりも周囲の人が気付きやす
いことも多いので、身近な家族などが一緒にチェックしましょう。

□　整理整頓ができなくなった
□　1人で買い物や金銭管理ができない
□　電話の対応や訪問者の対応ができない
□　食事が1人で取れなくなった。食事の回数が減った
□　痩せたり太ったり、急激な体重の増減がみられる
□　同じ服をずっと着ていたり、逆に何度も着替えたりする。
　　季節に合った服装ができない
□　昼間寝ていることが多い。または夜間不眠・不穏である
□　意欲の低下がみられる
□　同じことを何度も話したり聞いたりする
□　約束事を覚えていない
□　5分前に聞いた話や電話の内容、人の名前を思い出せない
□　冷蔵庫の中に同じものが多くある
□　入浴しないなど、不潔である

認知症の原因になる病気はさ
まざまですが、早期に発見し
早期に治療を始めることで、
改善が期待できるものもあり
ます。

申込み・問合せ　高齢者支援課地域包括支援室（2階） ☎（20）1583  　（20）1610FAX

認知症は早期発見・早期対応がとても大切です！

早期発見・早期対応の3つのメリット

認知症が疑われるサイン

脳の元気度測定会＆相談会を実施します！
◆日時　 6 月14日、 7 月12日、8月 9 日、 9 月13日、10月11日、
　　　　11月 8 日、12月13日、令和 5 年 1月10日、 2 月14日、
　　　　 3 月14日（毎月第2火曜日）　9時30分～12時
◆場所　市役所5階会議室（会場が変更になることがあります）
◆定員　1日5人程度（事前に電話で申し込み）
◆内容　タッチパネルによるもの忘れ測定（1人約20分）
　　　　必要に応じて専門職（保健師・社会福祉士・介護支援専門員）による相談

メリット１
早期治療で改善も期待できる

認知症の症状が悪化する前に
適切な治療やサポートを行う
ことによって、その進行のス
ピードを遅らせることができ
る場合があります。

メリット２
進行を遅らせることができる

症状が軽いうちに本人や家族が話し
合い、今後の治療方針を決めたり、
利用できる制度やサービスを調べた
りする「認知症に向き合うための準
備」を整えることができます。

メリット３
事前にさまざまな準備ができる

相談窓口

（千葉県健康福祉部高齢者福祉課認知症対策推進班作成）

初期の認知症などによくみられる生活障害の例
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問
合
せ

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
（20）
１
５
０
４
　
　
（20）
１
６
０
４

FAX

問
合
せ

事
業
復
活
支
援
金
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
（
７
８
９
）
１
４
０

生
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ご
み
を
減
量
化
す
る
有
効
な
方
法
に
生
ご
み
の
堆
肥
化
が
あ
り
ま
す
。

生
ご
み
は
水
分
が
多
く
燃
え
に
く
い
た
め
、
ご
み
処
理
場
の
処
理
能
力

低
下
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

次
の
補
助
等
を
行
い
、
減
量
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ちょいとサポーター養成講座を開催します！

国の事業復活支援金の
申請はお済みですか？

◆日　　時　6月6日㊊10時～15時・7日㊋10時～15時30分
◆場　　所　市役所5階502会議室
◆対 象 者　市内在住者（両日参加できる方に限る）
◆受 講 料　無料
◆定　　員　10人（申込順）
◆申込方法　申込書に必要事項を記入し、郵送・メール・持参にて5月26日㊍までに提出
※申込書は高齢者支援課窓口または同課ウェブページから入手

申込み・問合せ　〒297-8511　茂原市道表１　高齢者支援課地域包括支援室（2階）
　houkatu@city.mobara.chiba.jp　☎（20）1583  　（20）1610FAX

　市では、介護予防・日常生活支援総合事業のサービスとして、要支援の方を対象に掃除やご
み出しなどの生活援助を行うサービス（生活支援訪問サービス）を実施しています。
　生活支援訪問サービスを提供する担い手を養成するため、「ちょいとサポーター養成講座」
を開催します。

◆
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
補
助
金

　制
度
（
電
動
式
・
手
動
式
）

・
補
助
金
額

　
購
入
額
の
１
／
２
（
千
円
未
満

切
り
捨
て
。
上
限
１
万
８
千
円
。

た
だ
し
、
販
売
店
に
お
い
て
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
支
払
い
を
し
た
場
合
、

ポ
イ
ン
ト
分
は
補
助
対
象
外
。
一

世
帯
当
た
り
５
年
度
に
１
基
、
家

庭
用
に
限
る
。）

・
必
要
書
類
等

　
補
助
金
交
付
申
請
書
、
販
売
店

発
行
の
領
収
書
、
品
質
保
証
書
、

身
分
証
明
書
、
振
込
先
が
分
か
る

も
の

※

申
請
書
は
、
環
境
保
全
課
窓
口

　
ま
た
は
同
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か

　
ら
入
手

※

予
算
額
に
達
し
た
場
合
、
受
付

　
を
終
了
し
ま
す
。

◆
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
助
成
販
売

　
市
で
購
入
し
た
も
の
か
ら
補
助

金
を
差
し
引
い
た
額
で
販
売
。
自

身
で
購
入
し
た
も
の
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

１
３
０
型
　
２
８
０
０
円

１
９
０
型
　
３
１
８
０
円

２
３
０
型
　
４
３
７
０
円

・
Ｅ
Ｍ
容
器（
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
２
個
）

１
９
２
０
円

　
国
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
の
事
業
継
続
お
よ
び
立
て

直
し
の
た
め
、
事
業
復
活
支
援
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

◆
申
請
期
限
　
５
月
31
日
㊋

　
対
象
要
件
等
を
ご
確
認
の
上
、

申
請
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
事
業
復
活
支
援
金

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　市では、成人を対象とした体力・運動能力の測定会とタッチバレーボール教室を実施します。感染症
に負けない体力づくりとして、ぜひご参加ください！
※感染拡大防止のため、中止となる場合があります。

申込み・問合せ　体育課（9階） ☎（20）1575  　taiiku@city.mobara.chiba.jp

スポーツ教室の参加者を募集！

大人のスポーツテスト2022 Let’sエンジョイスポーツ

◆場　　所　市民体育館　　　　　　　　◆参 加 費　１人につき各回100円（当日集金）
◆対　　象　市内在住・在勤・在学者　　◆持 ち 物　室内用運動シューズ、マスク
◆申込方法　申込書に必要事項を記入し、下記申込期間に体育課または市民体育館窓口へ持参、郵送、
　　　　　　メールにて提出。
　※当日申込不可
　※申込多数の場合は抽選　
　※申込書は、体育課および市民体育館窓口または体育課ウェブページから入手

◆日　　時　6月19日㊐
・高齢者の部（65歳～79歳）

9時30分受付、12時終了予定
・成年の部　（20歳～64歳）

13時30分受付、16時終了予定

◆内　　容　体力・運動能力の測定（握力、長座
　　　　　　体前屈等）

◆定　　員　高齢者の部20人、成年の部30人

◆申込期間　5月9日㊊～6月3日㊎

◆日　　時
・6月12日㊐　18時15分受付、19時30分終了予定
・6月18日㊏　17時15分受付、18時30分終了予定
・6月26日㊐　17時15分受付、18時30分終了予定
・7月 2 日㊏　17時15分受付、18時30分終了予定

◆種　　目　タッチバレーボール

◆定　　数　各回8チーム（1チーム4～6人でチー
　　　　　　ムでの申し込みが必要）

◆申込期間　5月9日㊊～27日㊎

問
合
せ

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
（20）
１
５
７
４
　
　
（20）
１
６
０
０

布製マスクを
配布します

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
国
が
製
作
し

た
布
製
マ
ス
ク
を
配
布
し
ま
す
。

◆
配
布
開
始
　
５
月
２
日
㊊
〜

　
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）

◆
配
布
場
所

　
市
役
所
２
階
健
康
管
理
課
、
ほ

の
お
か
館

◆
配
布
す
る
も
の

　
布
製
マ
ス
ク
（
１
０
０
枚
１
セ

ッ
ト
）

◆
配
布
セ
ッ
ト
数

　
２
８
０
セ
ッ
ト

※

１
人
１
セ
ッ
ト
ま
で

※

在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※

配
布
時
に
氏
名
を
記
入
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

FAX
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3/10

4/12

3/3

3/24 1年生の交通安全を願って
交通安全用品の贈呈

▲協定を取り交わした田中市長（左）と緑川代表取締役社長（右）

▲最優秀賞を受賞した山本結貴さん（右）と西條博光会長（左）

大相撲・錣山部屋へ茂原市産の野菜を贈呈！

最優秀賞、おめでとう！
令和3年度自治会標語コンクール

地域脱炭素の実現に向けて
茂原市と大多喜ガス株式会社との連携協定

阿炎関の関脇昇進をお祝い

マイシティモバラ このコーナーでは、市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティモバラ

▲直接部屋へ野菜を届けた加藤組合長（左）と中村副組合長（右）

▲押尾部長（左）と内田教育長（中央）と杉原副部長（右）

　茂原市自治会長連合会（西條博光会長）が開催し
た自治会標語コンクールで、応募のあった220点の
中から山本結貴さん（東部小学校）の作品「帰り道
　おかえりの声に　笑顔咲く」が最優秀賞に輝き、
西條会長から賞状と記念品が手渡されました。
　山本さんは「受賞できてうれしい。地域の人たち
に、『いつもおかえりと言ってくれてありがとうご
ざいます』と伝えたいです。」と話しました。

　市内本納の茂原農産物直売所「旬の里ねぎぼうず」
が大相撲の錣山部屋に茂原市産のネギや大根、キャベ
ツ、シイタケなど、合計約140㎏の野菜を贈呈しました。
 市では、錣山部屋の錣山親方、立田川親方、阿炎
関ほか力士の皆さんを招いて「大相撲錣山部屋ふれ
あい相撲」を開催するなど、以前より錣山部屋と交
流しています。令和4年大阪場所にて、阿炎関が関
脇に昇進されたことに際し、昇進のお祝いと今後の
活躍を祈念して、「旬の里ねぎぼうず」組合長の加
藤正明さんと副組合長の中村幸男さんが錣山部屋へ
直接出向いて届けました。

　茂原交通安全協会から同協会の管轄となっている
4市町（茂原市、白子町、長柄町、長南町）の教育
委員会へ、1年生全員分のランドセルカバーと下敷
きが贈呈されました。これは1年生の交通事故防止
に役立ててもらおうと平成2年から実施しているもの。
　同協会女子部の押尾夫美子部長と杉原孝子副部長
から贈呈を受けた内田教育長は「ランドセルカバー
は交通事故防止に非常に有効。毎年いただいて大変
ありがたい」と感謝を述べました。

　市では、大多喜ガス株式会社と「地域脱炭素の実
現に向けた取組の推進及び普及啓発に関すること」、
「公共施設の脱炭素化、省エネルギー化に対する助
言等の支援に関すること」など6項目の分野におい
て連携協定を締結しました。
　この協定は、市と大多喜ガス株式会社が相互協力
および連携し、地球温暖化の防止に対する市民の意
識醸成を図り、地域脱炭素の実現に向けた取り組み
を目指すものです。
　田中市長は、「本市のパートナーとして、お力添
えいただきたい」と期待を述べました。

ゆう き
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
勧

　奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
令
和

３
年
の
一
部
期
間
に
お
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
の
製
造
が
一
時
停
止
し
た

こ
と
に
よ
り
、
予
約
が
取
り
づ
ら

い
状
況
が
生
じ
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
の
安
定
供
給
の
観
点
か
ら
、
第

１
期
初
回
（
２
回
接
種
）
未
接
種

の
方
を
優
先
的
に
接
種
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
度
か
ら
第
１
期
追
加
・
第
２

期
の
接
種
勧
奨
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
前
半
は
、
こ
れ
ま

で
接
種
を
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い

た
対
象
者
に
よ
る
接
種
希
望
が
多

数
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
十
分
な
量
の
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状
況

が
生
じ
た
場
合
は
、
一
定
期
間
を

お
い
て
予
約
す
る
等
の
ご
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
の
予
診
票
を
紛
失
し
た
方
は
、

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
健
康

管
理
課
窓
口
に
て
再
発
行
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
(20)
１
５
７
４
　
　
(20)
１
６
０
０

　太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

　場
合
は
事
前
協
議
が
必
要
で
す

　
発
電
出
力
10
　

kW
以
上
の
太
陽
光

発
電
設
備
（
土
地
に
自
立
し
て
設

置
す
る
も
の
に
限
る
）
を
設
置
す

る
場
合
は
、「
茂
原
市
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
指
導
要
綱
」
に
基
づ
き
住
民
へ

の
説
明
会
等
を
実
施
し
た
上
で
、

着
手
の
60
日
前
ま
で
に
市
と
事
前

協
議
等
が
必
要
で
す
。

問
都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
(20)
１
５
４
６
　
　
(20)
１
６
０
６

　土
地
の
埋
立
て
に
は
手
続
き
が

　必
要
で
す

　
土
砂
等
に
よ
り
３
０
０
㎡
以
上

の
区
域
の
埋
立
て
等
を
行
う
場
合

は
、
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
な

お
、
原
則
、
再
生
土
（※

）
の
埋

立
て
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

再
生
土
＝
燃
え
殻
や
汚
泥
な
ど

　
の
産
業
廃
棄
物
を
処
理
し
て
製

　
造
さ
れ
た
、
土
砂
と
同
様
の
形

　
状
を
有
す
る
も
の
。

◆
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　
無
許
可
で
の
埋
立
て
や
そ
れ
に

伴
う
周
辺
へ
の
影
響
に
は
、
行
為

者
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
者
に

も
責
任
が
生
じ
ま
す
の
で
、
安
易

な
土
地
の
提
供
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
汚
染
さ
れ
た
土
砂
等
に
よ
る
埋

市
が
負
担
す
べ
き
で
な
い
医
療
費

に
つ
い
て
、
そ
の
届
け
出
に
よ
り

加
害
者
や
損
害
保
険
会
社
に
過
失

割
合
に
応
じ
た
額
を
請
求
し
ま
す
。

国
保
財
政
の
適
正
な
運
用
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
(20)
１
５
０
３
　
　
(20)
１
６
０
０

　負
傷
原
因
調
査
に
ご
協
力
を
お

　願
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
適
正
な
保
険
給
付
の

た
め
、
診
療
報
酬
明
細
書
等
を
も

と
に
負
傷
原
因
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
負
傷
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て

医
療
機
関
等
で
治
療
を
受
け
た
場

合
に
、
そ
の
負
傷
の
原
因
が
第
三

者
の
行
為
に
よ
る
も
の
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
負
傷
原
因
が
第
三
者
行
為
に
該

当
し
て
い
た
場
合
は
、
別
途
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
(20)
１
５
０
３
　
　
(20)
１
６
０
０

　県
税
納
付
の
ご
協
力
を
お
願
い

　し
ま
す

　
千
葉
県
税
は
、
市
会
計
課
・
本

納
支
所
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
納
付
金
額
の
２
％
が
県

か
ら
委
託
金
と
し
て
交
付
さ
れ
、

市
の
歳
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
取
り
扱
い
県
税
は
、
普
通
自
動

車
税
・
不
動
産
取
得
税
・
法
人
県

民
税
・
個
人
事
業
税
・
法
人
事
業

税
で
す
。

問
会
計
課
（
２
階
）

☎
(20)
１
５
７
６
　
　
(20)
１
６
０
９

　自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
納
期

　限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
５
月
31
日
㊋
で
す
。
５
月
２

日
㊊
に
自
動
車
税
事
務
所
か
ら
納

税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
金
融
機
関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
以
外
に
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
「
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
ア
プ
リ
」

や
「Pay Pay

」
等
の
ア
プ
リ
を

利
用
す
る
こ
と
で
24
時
間
い
つ
で

も
納
付
が
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封

の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
茂
原
県
税
事
務
所

☎
(22)
１
７
２
１
　
　
(22)
１
７
５
９

立
て
等
が
行
わ
れ
た
場
合
、
原
状

回
復
に
莫
大
な
費
用
と
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
埋
立
て
事
業
に
土
地

を
提
供
す
る
と
き
は
、
埋
立
て
面

積
や
事
業
期
間
、
土
砂
等
の
発
生

元
、
堆
積
構
造
な
ど
計
画
の
詳
細

を
十
分
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
定
期
的
に
現
場
を
見
回

り
、
事
業
が
計
画
通
り
施
工
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
土
地
の
管

理
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
(20)
１
５
０
４
　
　
(20)
１
６
０
４

　交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
を
使

　用
す
る
場
合
は
届
け
出
を
　

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
り
け
が
を
し
て
医
療
機
関

等
を
受
診
す
る
場
合
、
必
ず
そ
の

医
療
機
関
等
へ
負
傷
原
因
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　
治
療
に
つ
い
て
国
民
健
康
保
険

証
を
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
そ
の
際
は
必
ず
市
へ
ご
連
絡

い
た
だ
き
、
そ
の
後
「
第
三
者
の

行
為
に
よ
る
傷
病
届
（
交
通
事
故

証
明
書
の
添
付
が
必
要
）」
等
の

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
の
医

療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す

る
も
の
で
す
。
一
時
的
に
医
療
費

の
一
部
を
市
が
立
て
替
え
ま
す
が
、

FAX

FAX

FAX

FAXFAX

FAX

FAX
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ゲ
タ
対
策
（
畑
作
物
の
直
接
支

払
交
付
金
）

ナ
ラ
シ
対
策
（
米
・
畑
作
物
の

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

申
請
方
法

FAX FAX

FAX

FAX

広報もばら 2022.5.111

　
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検

　
査
を
実
施
し
ま
す

　
計
量
器
（
は
か
り
）
を
商
店
や

病
院
等
で
取
引
や
証
明
に
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
２
年
ご
と
に
定

期
検
査
の
受
検
が
必
要
で
す
。

　
前
回
（
令
和
２
年
６
月
）
検
査

を
受
け
た
方
に
は
、
千
葉
県
計
量

検
定
所
よ
り
案
内
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
案
内
が
届
か
な
い
場
合
や
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
生
活

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

検
査
手
数
料
は
千
葉
県
の
収
入

　
証
紙
に
よ
る
お
支
払
い
と
な
り

　
ま
す
。

◆
検
査
日
時

　
６
月
10
日
㊎
・
13
日
㊊
〜
16
日

㊍
　
い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
12

時
、
13
時
〜
15
時
　

◆
会
場
　

　
市
役
所
庁
舎
北
側
入
口

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
(20)
１
５
０
５
　
　
(20)
１
６
０
０

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

　
情
報
伝
達
訓
練

　
国
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
地
震

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
防
災

行
政
無
線
か
ら
左
記
の
と
お
り
放

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
訓
練
実
施
予
定
日
時

　
５
月
18
日
㊌
、
８
月
10
日
㊌
、

11
月
16
日
㊌
、
令
和
５
年
２
月
15

日
㊌
（
い
ず
れ
も
11
時
頃
を
予
定
）

◆
訓
練
放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
も
ば
ら

で
す
。」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※

国
の
判
断
に
よ
り
訓
練
を
中
止

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
(36)
７
５
８
０
　
　
(20)
１
６
０
２

　
労
働
力
調
査
へ
の
ご
回
答
を
お

　
願
い
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

重
要
な
調
査
で
、
総
務
省
が
毎
月

公
表
し
て
い
る
『
完
全
失
業
率
』

は
、
こ
の
調
査
を
も
と
に
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象

　
東
郷
地
区
お
よ
び
法
目
地
区
の

一
部
の
世
帯

◆
調
査
期
間

　
５
月
〜
９
月

※

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

　
の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
千
葉
県
総
合
企
画
部
統
計
課

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
２
２
０

　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
を

　
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
販
売
目
的
で
米
な
ど
を
生
産

（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農
を
対
象
に
、
国
に
よ
る
交
付

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　
水
田
で
飼
料
用
米
な
ど
の
戦
略

作
物
を
、
販
売
目
的
で
生
産
す
る

販
売
農
家
・
集
落
営
農

◆
単
価

　
対
象
作
物
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

（
例
）
10
ａ
当
た
り

加
工
用
米
　
　
２
万
円

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
　
８
万
円

飼
料
用
米
・
米
粉
用
米

収
量
に
応
じ
５
万
５
千
円
〜

10
万
５
千
円

◆
対
象
者

　
麦
・
大
豆
な
ど
を
販
売
目
的
で

生
産
す
る
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
・
認
定
新
規
就
農
者

◆
単
価

　
支
払
方
法
・
対
象
作
物
・
品
質

区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
・
認

定
新
規
就
農
者

◆
対
象
品
目

　
米
・
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で

ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ

◆
補
て
ん
額

　
当
年
産
の
販
売
収
入
の
合
計
が

標
準
的
収
入
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

差
額
の
９
割
を
、
農
業
者
の
積
立

金
と
国
の
交
付
金
で
補
て
ん
し
ま

す
。

　
交
付
申
請
書
を
６
月
30
日
㊍
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

昨
年
度
申
請
し
た
方
も
、
今
年

　
度
分
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※

内
容
に
よ
り
、
別
途
、
販
売
契

　
約
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
申
請
・
問
合
せ
】

農
政
課
（
６
階
）

☎
(20)
１
５
２
６
　
　
(20)
１
６
０
４

　
道
路
破
損
個
所
の
補
修

　
茂
原
市
管
理
の
道
路
補
修
は
、

土
木
管
理
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

道
路
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
側
溝
が

壊
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
モ
バ
り

ん
レ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
、
写
真
を

添
付
し
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

問
土
木
管
理
課
（
７
階
）

☎
(20)
１
５
３
７
　
　
(20)
１
６
０
５



か

き

あ
り
な
み

た
い

し

FAX

FAX

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、以下の事業の開催中止を決定しました。

中止のお知らせ

・第68回茂原七夕まつり
問茂原七夕まつり実行委員会事務局（茂原商工
　会議所内）
☎(22)3361　　(23)7895
・ゴミゼロ運動
問環境保全課（６階）☎(20)1504　　(20)1604

FAX

FAX
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夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

　
資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

◆
勤
務
内
容

　
夏
休
み
期
間
中
に
、
保
護
者
が

仕
事
の
時
間
帯
に
児
童
を
預
か
り
、

遊
び
や
学
習
を
通
し
て
健
全
な
育

成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

　
週
３
日
程
度

※

日
曜
日
〜
土
曜
日
７
時
30
分
〜

　
19
時
で
５
時
間
程
度
の
シ
フ
ト

　
勤
務

◆
給
与
　
時
給
千
円

◆
加
入
保
険

　
労
災
・
雇
用（
勤
務
時
間
に
よ
る
）

◆
勤
務
地

　
夏
期
茂
原
、
東
郷
、
二
宮
、
豊

岡
学
童
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か

◆
雇
用
期
間

　
７
月
21
日
㊍
〜
８
月
31
日
㊌

◆
応
募
条
件

　
70
歳
未
満
の
方

◆
提
出
書
類

　
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書

◆
申
込
方
法

　
６
月
26
日
㊐
ま
で
に
総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
（
必
着
）
ま
た

は
持
参

◆
選
考
方
法

　
書
類
選
考
（
１
次
審
査
）、
面
接

試
験
（
２
次
審
査
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

〒
２
９
７
|
０
０
２
２

茂
原
市
町
保
13
|
20

☎
(24)
９
５
１
１

　
健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の
ウ
ォ

　
ー
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

◆
日
時

　
５
月
31
日
㊋
９
時
30
分
〜
12
時

（
受
付
９
時
15
分
〜
）

※
雨
天
中
止（
態
度
決
定
８
時
30
分
）

◆
集
合
場
所

　
五
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
軽
運
動
室

◆
コ
ー
ス
内
容

　
六
田
台
の
坂
道
と
つ
つ
じ
園
コ

ー
ス
　
約
3.6
㎞

◆
対
象
　
市
内
在
住
者

◆
定
員
　
20
人
（
申
込
順
）

◆
費
用
　
無
料

◆
持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク

◆
そ
の
他

　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、
リ
ュ

ッ
ク
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の

　
着
用
・
手
指
消
毒
の
お
願
い
と

　
体
調
確
認
を
し
ま
す
。

※

開
催
日
時
は
、
変
更
ま
た
は
中

　
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限
　
５
月
30
日
㊊

◆
主
催

　
茂
原
市
健
康
生
活
推
進
員
会

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
(25)
１
７
２
５
　
　
(25)
１
８
６
５

　
県
民
の
日
記
念
『
い
き
い
き
長

　
生
バ
ス
ツ
ア
ー
』
参
加
者
を
募

　
集
し
て
い
ま
す

　
長
生
地
域
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

満
喫
で
き
る
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ー
ス
概
要

【
第
１
回
】
６
月
18
日
㊏

　
ガ
ー
ベ
ラ
団
地
、
あ
じ
さ
い
屋

敷
の
花
卉
鑑
賞
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
、
太
巻
き
寿
司

作
り
、
玉
前
神
社
見
学
な
ど

【
第
２
回
】
７
月
９
日
㊏

　
長
柄
横
穴
群
、
笠
森
観
音
、
長

南
集
学
校
見
学
、
竹
細
工
の
製
作

体
験
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験
、

道
の
駅
む
つ
ざ
わ
見
学
な
ど

◆
対
象

　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

◆
定
員

　
各
回
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
参
加
費

　
中
学
生
以
上
　
２
５
０
０
円

　
子
ど
も
　
　
　
２
０
０
０
円

◆
応
募
締
切

【
第
１
回
】
５
月
20
日
㊎

【
第
２
回
】
６
月
３
日
㊎

※

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
「
県

　
民
の
日
　
長
生
」
で
検
索
し
て

　
く
だ
さ
い
。

問
県
民
の
日
長
生
地
域
実
行
委
員

　
会
事
務
局
（
長
生
地
域
振
興
事

　
務
所
企
画
課
）

☎
(22)
１
６
１
０

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
３
年
度
茂
原
市
教
育
委
員

　
会
学
芸
功
労
者
の
表
彰
者
を
決

　
定
し
ま
し
た
　
　
（
敬
称
略
）

▽
有
波
　
大
志

（
受
賞
時
：
東
部
小
５
年
）

令
和
３
年
度
千
葉
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
　
第
３
部

千
葉
県
知
事
賞

問
教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
(20)
１
５
５
７
　
　
(20)
１
６
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略)

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
市
へ

運
転
代
行
　
月
光

（
モ
バ
り
ん
マ
ッ
ト
１
枚
）

▼
市
内
小
学
校
へ

農
林
中
央
金
庫
　
千
葉
支
店
長

宮
之
原
　
雅
一

（
本
納
小
学
校
＝
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
１
台
、
学
年
標
示
板
（
下
駄
箱

用
）
８
枚
、
学
年
標
示
板
（
花
壇

用
）８
枚
、
時
計
製
作
キ
ッ
ト（
木

育
活
動
用
）
52
セ
ッ
ト
）

株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
千
葉
茂
原
店

富
永
　
広
行

（
萩
原
小
学
校
＝
光
触
媒
ス
プ
レ
ー

４
２
０
㎖×

45
本
）

▼
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

茂
原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

（
金
８
１
０
０
円
）

暮らしに役立つ情報が満載！ くらしの情報コーナー暮らしに役立つ情報が満載！ くらしの情報コーナー



相 談 日

今月の納期
●軽自動車税（全期）
■納期限は、5月31日㊋です。
※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
　なお、軽自動車税の納税通知書は5月13日㊎
に発送予定です。

　満65歳になる方（昭和32年5月2日～昭和32年6月1日生）は、第
1号被保険者の資格取得となります。5月20日ごろまでに保険証（被
保険者証）を郵送します。

介護保険の保険証を交付

　満75歳になる方（昭和22年6月2日～昭和22年7月1日生）は、現
在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入
することとなります。今月末までに保険証(被保険者証)を郵送します｡

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

■市民相談
■無料法律相談
　（予約制・民事）
■交通事故相談（予約制）

■人権・行政相談

■消費生活相談

■心配ごと相談

■ボランティア相談
■無料法律相談

■健康相談

■歯科相談・栄養相談

■助産師相談

■6か月乳児相談

■1歳6か月児健康診査

■2歳児歯科健康診査

■3歳児健康診査

■こころの健康相談

■子育て相談
）制約予（

■ことばの相談
）制約予（

■家庭児童相談
　DV相談
■家庭教育相談
■少年相談

■高齢者総合相談

■無料法律相談
■県民相談
■教育相談

■長生保健所
（※太字は予約制）

5月12日㊍ 13時～15時／場所＝５階504会議室
5月23日㊊ 13時～15時／場所＝５階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

5月10日㊋ 13時～16時／場所＝市役所5階505会議室
5月26日㊍ 13時～16時／場所＝ほのおか館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

月～金曜日 9時30分～16時（12時～13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101
毎週水曜日（5月4日㊌を除く） 9時30分～１1時30分（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止の場合
あり）／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

毎週木曜日13時～16時（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止の場合あり）
／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511

執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支援
センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、茂原市ほんのう地域包括支援
センター☎（36）2123※本納地区高齢者相談会＝5月12日㊍ 13時～16時／場所＝ほのおか館１階相談室

5月18日㊌（平成30年9月～10月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／問合せ＝保健センター☎（25）1725

HIV等抗体検査、 エイズ相談、 性感染症検査、 肝炎ウイルス検査、 骨髄バンクドナー登録受付、腸内細
菌検査（検便）、精神保健福祉相談、 ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167／DV相談（来所相談は予約制）専用電話
☎（22）5565／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

5月27日㊎ 10時～15時／場所＝５階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

5月17日㊋（令和2年9月～10月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／問合せ＝保健センター☎（25）1725

5月19日㊍（令和3年11月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／問合せ＝保健センター☎（25）1725

6月9日㊍（令和元年12月～令和2年1月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／問合せ＝保健センター☎（25）1725

5月20日㊎・27日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573
5月20日㊎・27日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573
執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課 子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

（要電話予約）5月25日㊌ 13時～16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

（要電話予約）5月9日㊊ 10時～16時／オンラインでの相談も行っています。

／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
（要電話予約）5月30日㊊ 9時30分、10時45分、13時15分、14時30分

毎週月・火・水・木曜日 ９時～17時（火曜日のみ９時～12時） ／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
月～金曜日 ９時～16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

千葉県では無料法律相談を実施しています／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（22）1711
９時～17時／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）4460

（要電話予約）5月13日㊎ 9時10分～12時／オンラインでの相談も行っています。

�����
�����������������
����������

市の花　コスモス（H9.10.20指定）　　市の木　つつじ（S45.11.10指定）

問合せ　高齢者支援課（2階） ☎（20）1572　　（20）1610

問合せ　国保年金課（2階） ☎（20）1503 　 （20）1600
問合せ　収税課（2階）

☎（20）1578 　 （20）1609FAX FAX

FAX

広報もばら 2022.5.113



参加の際は、感染症対策をお願いします。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、変更・中止となる場合があります。

イ
ベ
ン
ト

会
員
募
集

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い

5月29日㊐
☎090（1794）8318
茂原市レクリェーシ
ョン協会　斉藤

⑪ 牛乳パックでブーメ
ランを作ろう

☎043（223）2354
千葉県健康福祉指導
課援護班

⑬ 令和4（2022）年度
慰霊巡拝事業

☎（22）5914
長生保健所（長生健
康福祉センター）
地域保健福祉課

⑫ 令和4年度
千葉県調理師試験

5月23日㊊～31
日㊋（土日は除
く）

授業の様子や施設設備の参観／少人数での見学・案内
を予定しています。希望日は複数伺い調整します。中
止・変更の場合はHPに掲載します。事前にHP・電話
などで確認をお願いします。

☎（42）2470
県立長生特別支援学
校

県立長生特別支援学
校

幕張メッセ国際展示場
展示ホール4 国際会
議場

9時30分～11時30分

牛乳パックでブーメランを作り遊びながらリサイクル
の大切さを学ぶ／対象＝一般／定員＝20人（申込順）
／費用＝300円／持ち物＝牛乳パック1ℓを2本、洗濯
ばさみ12個

10時～15時

10月29日㊏

願書配布＝4月11日㊊～長生保健所（長生健康福祉センター）／願書受付期
間および受付場所＝5月30日㊊～6月3日㊎（消印有効）※住所が県内にある
方は住所地を管轄する保健所へ、住所が県外にある方は健康福祉部健康づく
り支援課へ簡易書留郵便により提出してください。

☎・　（25）６２８０
茂原公園自然愛好会
望月

①
茂原公園（駐車場に
集合）5月4日㊌

①公園内を、季節の野草などを観察しながら散策しま
す。②自然と私たちのかかわりについて語り合いまし
ょう。／講師＝森林インストラクター／対象＝小学生
以上（小中学生は保護者同伴）／定員＝20人程度／参
加費＝大人500円、小・中・高校生100円（保険代、
資料代等）／持ち物等＝筆記具、敷き物、飲み物・お
やつ、帽子、手袋、歩きやすい服装、マスク着用、必
要に応じて雨具／申込方法＝電話かFAXで、参加者全
員の①氏名、②年齢、③住所、④電話番号をお知らせ
ください／※コロナ対策として、各自、お出かけ前に
体調のチェックをお願いします。体調不良の方は参加
をご遠慮ください。

⑥

県立長生特別支援学校
前期学校公開週間⑩

5月22日㊐
シューベルト　交響曲第7番「未完成」、交響曲第8番
「ザ・グレイト」／指揮＝土田政昭／入場料＝800円／
取扱＝市生涯学習課 他

☎（23）0084
佐藤東金文化会館14時開演

13時10分開場
茂原交響楽団　第30
回　記念定期演奏会⑨

13時～16時30分
（小雨決行）

5月21日㊏

社会福祉施設等へ就職を希望する方を対象に、求人の
ある社会福祉施設等の採用担当者との個別面談や職場
に関する相談をすることで福祉の仕事への就職イメー
ジを掴んでもらう／費用無料

☎043（222）1294
千葉県社会福祉協議
会　千葉県福祉人材
センター

柏の葉カンファレン
スセンター　ホテル
＆レジデンス棟2階
（柏市若紫178-4）

中央公民館10時～12
時
茂原公園（計測会）
13時～14時30分

ポリテクセンター君津
（君津市坂田428）

13時～16時

令和4年度
第2回「福祉のしごと
就職フェア・inちば
（前期）」

あなたの就職をサポ
ートします！ポリテ
クセンター君津　施
設見学会

自然とふれあうみど
りの日のつどい

⑦

ほのおか館健康のために楽しく踊るやさしいフラダンス／対象＝
一般／費用＝月3,000円❷ ☎090（7635）9460

深瀬
①13時～15時
②13時～16時フラダンス・カピリナ ①第1・3金曜日

②第2・4金曜日

茂原絵画クラブ 第1・3火曜日 9時～16時 中央公民館❶ ☎080（5862）0063
中川

講師を招いて洋画を油彩・水彩等で学び、描く楽しい
グループです／対象＝一般（初心者大歓迎、見学自
由）／費用＝月1,500円

ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業
訓練施設です。求職者の方々が再就職に必要となる専
門的な知識と技能を習得するための職業訓練を行って
います。／内容＝コース紹介・実習場の見学等／対象
＝離転職中および離転職を考えている方／詳しくは
HPをご覧ください

大駐車場にて開催

民謡の集い／入場無料

☎090（4950）6193
小曽根③

②

藻原寺前

東部台文化会館

8時～13時骨董がらくた市と
フリーマーケット

5月14日㊏、
28日㊏

おにぎり炊き出し、無料食材配布（食材がなくなり次
第終了）／対象＝一般／費用無料

☎080（1088）1359
牧

茂原市高師2234
（パシオス前）11時～子ども食堂

米米くらぶ 5月8日㊐

☎（23）2576
祐さ栄会　田中④ 10時30分開演

10時開場春民謡の集い 5月15日㊐

名詩・長生八景漢詩などの発表 東部台文化会館
☎（22）0770
茂原市吟詠協会
細谷

⑧ 13時～16時春の吟詠大会 5月21日㊏

☎0439（57）6313
ポリテクセンター君津
訓練課

⑤ 13時～16時5月17日㊋、
24日㊋

親族が戦没した地域を訪れ、慰霊追悼を行う／期日＝①中国東北地方＝8月31日㊌～9月9日㊎、②インドネシア＝9
月6日㊋～14日㊌、③東部ニューギニア＝9月10日㊏～17日㊏、④ビスマーク諸島＝10月8日㊏～15日㊏、⑤インド＝
10月20日㊍～26日㊌、⑥トラック諸島＝10月21日㊎～26日㊌、⑦ミャンマー＝11月10日㊍～18日㊎／対象＝戦没者
の遺族／費用＝20～35万円程度／申込締切日＝5～6月中／詳細は要問合せ

☎（44）5120
瀬山11時～14時

第16回
保護犬猫の譲渡会
　　　　ｉｎ　茂原珈琲

5月21日㊏

保護犬猫が何匹か来て店内で飼い主さんを見つける
場。ドリンク1杯飲むと10円、オリジナルマグカップを
買うと300円がボランティアさんへの寄付となります。
千葉県が実施している「ちばコラボ大賞」では1次審査
を通過。県のHPやチラシ等に掲載されています。

Ｄｏｇ　Ｂａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｅ
Ｃａｆé　茂原珈琲
（下永吉894－1）
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秘
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報
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３
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２
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●
7
月
１
日
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掲
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原
稿
の
締
め
切
り
は
5
月
16
日
㊊
で
す
。

名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とし、市内の公共施設等で活動している団体と茂原市認定市民活動団体が対象です。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

FAX
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

お
だ
か
ま
え

ま
ん
な

　
茂
原
市
の
西
側
を
ほ
ぼ
南
北
方

向
に
貫
く
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道（
以
下
、
圏
央
道
と
略
）

は
、
二
〇
一
三
年
の
開
通
以
来
、

高
速
道
路
網
の
一
部
と
し
て
利
便

性
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。
圏
央
道
は
、
東
京
近
辺

の
交
通
の
円
滑
化
の
た
め
に
開
発

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
千
葉
県

内
の
未
開
通
区
間
で
あ
る
横
芝
大

栄
間
の
二
〇
二
四
年
度
開
通
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
古
く
は
、
東
金

有
料
道
路
二
期
と
し
て
、
東
金
横

芝
間
が
一
九
九
八
年
に
開
通
し
て

以
来
、
二
〇
一
三
年
に
茂
原
市
内

区
間
を
含
む
、
東
金
木
更
津
間
が

開
通
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
二

〇
二
〇
年
に
、
茂
原
長
柄
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）が

追
加
で
開
設
さ
れ
、
東
京
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
そ
れ
を

体
感
さ
れ
た
方
が
多
い
と
存
じ
ま
す
。

　
高
速
道
路
の
開
発
事
業
に
は
、

道
路
用
地
の
確
保
に
続
い
て
大
規

模
土
木
工
事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

大
規
模
土
木
工
事
は
、
従
来
の
土

地
形
状
の
大
規
模
な
造
成
が
必
要

で
す
が
、
造
成
に
伴
っ
て
土
地
に

刻
ま
れ
た
歴
史
（
こ
こ
で
は
埋
蔵

文
化
財
と
し
て
の
遺
跡
を
想
定
し

て
い
ま
す
。）が
工
事
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
工
事
に
よ
っ
て
、

失
わ
れ
る
前
に
、
そ
の
土
地
を
発

掘
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去

の
人
々
が
刻
ん
で
き
た
痕
跡
（
遺

構
）・
使
用
さ
れ
埋
没
し
て
い
る
資

料
（
遺
物
）
を
掘
り
出
し
、
記
録

化
（
図
面
・
写
真
）・
回
収
等
に

よ
っ
て
、
過
去
の
人
々
の
生
活
を

復
元
す
る
た
め
の
資
料
を
抽
出
す

る
作
業
が
現
場
で
の
発
掘
作
業
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
室
内
作
業

で
出
土
記
録
類
の
整
理
・
図
化
、

出
土
遺
物
の
洗
浄
・
復
元
・
補
修

等
を
行
い
、
簡
潔
な
当
時
の
生
活

状
況
を
再
構
築
し
て
発
掘
調
査
報

告
書
と
し
て
刊
行
し
、
資
料
が
公

開
さ
れ
ま
す
。
資
料
は
後
世
の
調

査
・
研
究
・
見
学
・
活
用
等
に
備

え
て
保
管
・
管
理
さ
れ
ま
す
。
現

地
は
、
発
掘
調
査
終
了
後
に
、
道

路
工
事
が
着
工
さ
れ
、
調
査
さ
れ

た
部
分
の
遺
跡
は
ほ
ぼ
消
滅
し
ま
す
。

　
さ
て
、
発
掘
調
査
に
関
す
る
前

置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
圏

央
道
の
発
掘
調
査
で
、
茂
原
市
内

で
は
二
〇
〇
五
年
の
国
府
関
遺
跡

の
調
査
に
始
ま
り
、
茂
原
長
柄
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
設
の
た
め
に
国
府

関
遺
跡
を
二
〇
一
六
年
に
追
加
調

査
し
て
完
了
し
て
い
ま
す
。
発
掘

調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
北
側
か
ら
並

べ
る
と
小
高
前
遺
跡（
桂
）、
真
名

宿
谷
城
跡
・
宿
横
穴
群
・
真
名
城

跡（
真
名
）、久
下
横
穴
群
・
国
府

関
遺
跡
・
国
府
関
関
根
横
穴
群

（
国
府
関
）、
芦
網
横
穴
群
（
芦

網
）、
八
幡
下
塚
群
Ｂ
区
（
石

神
）
の
九
遺
跡
で
調
査
報
告
書
が

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
部
分
の
遺
跡
は
道
路
工
事

で
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
記
録
資
料
で
保
存
さ
れ
、
開

通
し
た
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活

の
利
便
性
・
質
の
向
上
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
正
信

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
（20）
１
５
５
９
　
　
（20）
１
６
０
７

FAX
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ー
ナ
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　今
を
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
明
美

子
供
か
ら
大
人
ま
で

も
や
も
や
ド
ン
ヨ
リ
ス
ト
レ
ス
を

み
ん
な
が
抱
え
て
生
き
て
い
る

コ
ロ
ナ
時
代
三
年
目

あ
る
日
電
話
の
向
こ
う
か
ら

「
元
気
に
し
て
る
。変
わ
り
は
な
い 

│ 

」
と

い
つ
も
優
し
い
人
の
声

「
お
陰
様
で
元
気
よ
、大
丈
夫
。あ
な
た
は 

│ 

」

空
は
ス
ッ
キ
リ
ま
っ
青
で

一
欠
片
の
雲
も
な
く

太
陽
だ
け
が
眩
し
く
て

何
だ
か
と
て
も
悲
し
い
気
分

あ
る
日
私
は
電
話
を
か
け
た

「
お
変
わ
り
な
い
。仕
事
は
順
調
な
の 

│ 

」

頑
張
り
屋
の
そ
の
人
は

「
有
り
難
う
。大
丈
夫
元
気
よ
。あ
な
た
こ
そ 

│ 

」

乾
い
た
風
に
揺
す
ら
れ
て

裸
木
の
高
い
梢
か
ら

泣
き
声
み
た
い
な
音
が
し
て

何
だ
か
と
て
も
寂
し
く
な
っ
た

体
の
不
調
も
不
都
合
も

無
い
人
な
ん
て
居
無
い
筈

だ
か
ら
み
ん
な
痩
せ
我
慢
し
て

少
し
優
し
い
嘘
を
つ
く

●偶数月は｢俳句･短歌･川柳｣を､奇数月は｢詩｣を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品･氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選評者へ）〒297-0032　茂原市東茂原7番地　斎藤正敏宛。
　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。

◎選評　　斎藤正敏
　コロナの時代。誰もがみえないストレスを抱えて生きている今日この頃です。この詩のよ
うに、お互いが思いあい励ましあって生きていくのも元気の源なのでしょう。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
開
発
に
係
る

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

№
３
７
８

し
ゅ
く
や
つ

し
ゅ
く

く
　
げ

せ
き

せ
き
ね

あ
し
あ
み

は
ち
ま
ん
し
た

こ
　
う

訂正とお詫び
広報もばら4月1日号の文芸コーナーに掲載した村杉千惠子さんの作品は、正しくは
「俳句　また一歩春に近づく児の歩み」「俳句　落椿岩間を抜けて流れゆく」でした。
訂正し、お詫び申し上げます。15 2022.5.1広報もばら



地域は子どもたちの成長の舞台

いき
いき たち仲間

防災行政無線が再確認できます

☎０１２０（４３８）１１９
（通話料無料）

しみんは 1　1　9

日曜・休日当番医 ※診療時間は9時～17時です
《内科系》

5月 1日㊐

《外科系》
宍 倉 病 院
☎(24)2171

宍 倉 病 院
☎(24)2171

5月 3日㊋ 宮 本 内 科 医 院
☎(22)3770

聖 光 会 病 院
☎(35)5151

5月 4日㊌ 山 之 内 病 院
☎(25)1131

塩 田 記 念 病 院
☎(35)0099

5月 5日㊍ 君 塚 病 院
☎(25)1811

いちのみやクリニック
☎(42)1616

5月 8日㊐ 渡 辺 医 院
☎(27)7733

三 枝 医 院
☎(25)2203

5月15日㊐ 宍 倉 病 院
☎(24)2171

宍 倉 病 院
☎(24)2171

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部 ☎（24）0119、　 （25）8448へお問い合わせください。

青少年の体験活動推進企業表彰
　　　　　　　　審査委員会奨励賞受賞
レーヴ（株式会社ルミエール）
　　　　　　　川﨑　佐知子 さん

防災・防犯に関する情報をメールで配信

※高齢者等を対象に、避難情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。
　問合せ　防災対策課（4階）　☎（36）7580　　（20）1602

もばら安全・安心メールを
　　　　　ご利用ください

右の二次元コードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている手順
に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

登録

発
行
＝
茂
原
市
役
所
　
編
集
＝
秘
書
広
報
課（
３
階
）　
〒
２
９
７
ー
８
５
１
１
茂
原
市
道
表
１
番
地 

☎
０
４
７
５
（23）
２
１
１
１（
代
表
）　 info@

city.m
obara.chiba.jp

「
広
報
も
ば
ら
」は
再
生
紙
を
使
用
し
、環
境
に
や
さ
し
い
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

今月の日曜開庁

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日

※一部取り扱えない業務もありますので、
　詳しくはお問い合わせください。

19時まで

5月22日㊐ 8時30分～17時15分

市 民 課

市民税課

収 税 課

本納支所

(2階)

(2階)

(2階)

(ほのおか館内)

☎（20）1502

☎（20）1577

☎（20）1578

☎（34）2111

市 民 課 (2階) ☎（20）1502

【人口と世帯数】令和4年4月1日現在
●総人口
●　男
【3月中の動き】
●転入 531人　●転出 510人　●出生 42人　●死亡 120人

87,664人
43,369人

●世帯数
●　女

41,376世帯
44,295人

　創作スイーツを販売するレーヴが2019年からお菓
子作りを通じ、子どもたちの“夢を叶える力”を育
てる取り組みとして開催している“小中学生夢応援
プロジェクト”。この度、文部科学省が毎年実施して
いる「青少年の体験活動推進企業表彰」において審
査委員会奨励賞を受賞しました。社会貢献活動の一
環として青少年の体験活動に関する優れた実践をし
ている企業を表彰するもので、大手企業も多く応募
しています。
　レーヴで代表を務める川﨑佐知子さんは「こうい
った表彰があることは知らず、勧められ応募したが、
まさか賞をいただけるとは思っていなかった。この
受賞でプロジェクトに参加してくれた子どもたちに
背中を見せることができた」と達成感を感じている
ようでした。
　その達成感もこのプロジェクトであればこそ。子
どもたちは商品の企画・開発、プロモーション、そ
して販売に至るまでを、基本的には全5回の活動の
中で経験します。「正直、私としても軽い気持ちで
はできない。大変だけど、この一連の経験ができる

取り組みは他にはないと思っている。子どもたちに
夢を追いかける喜びや苦労を感じてもらいたい」と
言葉に熱がこもります。
　そんな川﨑さんも初めて職業体験を受け入れたと
きには接し方が分からないと不安を覚えたそう。し
かし、子どもたちの素直でかわいい様子とキラキラ
した目を見て、“夢を持つ大切さ”を伝える存在が必
要だと感じ、さまざまな取り組みを続けてきていま
す。
　川﨑さんにとって、“夢”は特別です。“お菓子屋
さんになりたい”という小学生の頃からの夢を叶え
ながら歩んでいます。夢はいざという時の心の支え
でもあります。「夢は、誰かのためになるものだか
ら、自信を持って夢を抱いていいんだよってことを
伝えたくて」と川崎さんはこれからも子どもたちの
“夢を叶える力”を育み、体験活動が広がることを
願います。

※レーヴ（Rêve）＝フランス語で「夢」

地域は子どもたちの成長の舞台

いき
いき たち仲間
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